は 全く 他所 事の ように 何の 興味 も 感じなかった ので、 

自宅へ 受信機 を 備える どころ か、 他所ので ちょっと 聞 

いてみ ようとい う 気 も 起らなかった。 もっとも、 それ 

よりもよ ほど 前に、 どこかの 実験室での デ モンス トラ 

チ オン を 一 度 経験して いたから、 「初物」 に対する 好奇 

心 だけ は 既に 満足され ていたの である。 なにしろ 明治 

と ち 

四十 四 年まで 電燈を 引かないで 石油 ランプ を 点して い 

た ほど 不精な 自分な ので ある。 

ある 日 偶然 上野の 精 養 軒の 待合室で 初めて Jo A K 

の 放送 を 聞いた が、 その 拡声器の 発する 音 は 実に 恐る 

へ きえき 

べき 辟易すべき ものであった。 そのために なおさら 自 



に 前夜から 徹夜で 支度して 夜のう ちに 出かけて 行った 

話と 比較して みると あまりに も 大きな 時代の 推移で あ 

る。 しかし そういう 昔の 人の 感じた 面白さと、 今の ラ 

ジォを 聞く 人の 面白さとの 比較 はどうなる かそれ は 分 

力- らな レ 

同じような こと は 外に も ある。 教育で も 機関が 不完 

全で 不便な 時代に 存外 真剣な 勉強家が 多くて、 あまり 

に 軽便に 勉強の 出来る 時代に はまた 存外 その 割に 怠け 

者が 多い ような ものである。 キリシタン を 禁じた 時代 

の 宗教の 熱心 さと、 信仰の 自由 を 許されて 後の 信徒の 

熱心 さとの 比較で もそう である。 自由 を 許した とて、 



平気で いるの は、 少しお かしい と 云わなければ ならな 

ヽ o 

レ 

理科の 学問 をして いるのに、 どうして 自分で ラジオ 

機械 を 修繕 しないの かと 聞かれる ことがある。 なる ほ 

ど 電磁気 学理 論の 初歩 も 知らな い 素人 で 非常に ラジ ォ 

通が あるのに、 三十 年来 この 方面の 学問に 関係し、 し 

かも それで 生活して 来て いる 人間が、 宅の ラジオ くら 

い を 直す のに、 一 々ラジオ 屋 さんの 御苦労 を 願う とい 

うの は 自分ながら 妙な ことで あると 思われな く はない。 

紺屋の 白 袴と でもい うの か、 元来 心掛けの 悪いた めか、 

それとも 不精な のか、 おそらく それの すべてであろう。 



に 坐った ままで 聞かれる の はや はり ラジオの 効用 だと 

思う。 

(昭和 八 年 四月、 日本放送協会 『調査 時報』) 



底本 ： 「寺 田寅彦 全集 第三 巻」 岩波 書店 

1997 (平成 9) 年 2 月 5 日 発行 

人力 .. Nana olitie 

校正 .. norik:o saito 

2 00 4年00月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



